
*****第１7 回うるおいのある川づくりコンペ***** 

宮崎の“うるおいのある川づくり”募集！ 
 

水辺の整備においては、事業目的と河川環境の保全が両立するように計画・設計し、実施することが求めら

れています。そのため、行政と当 NPO が協働で、「宮崎県自然豊かな水辺の工法研究会」を平成 19 年 8 月に

発足させました。この研究会は、宮崎県内の公共事業において、水辺の整備を行う際に自然豊かな水辺を保

全し創出するために、県内の技術者に水辺環境についての知見や技術を身につける機会を提供するととも

に、それを実行できる体制を整えることを目的としています。 

その研究会の活動の一つとして、「私たちがめざすうるおいのある川や水辺はどんな姿なのか」について自

由に柔軟に探り、共有していこうと、“うるおいのある川づくりコンペ”を、宮崎で活動する住民・団体・企業・行政

にひろく呼びかけて開催しています。昨年は 13 団体の応募がありました。 

みなさんのご自慢の“うるおいのある川・川づくり”を、ぜひこの機会にご紹介ください。多くの方のご応募とご

参加をお待ちしています。 

 

●うるおいのある川づくりコンペ 日時及び会場  

2023 年 7 月 27 日（木） 10：00 ～ 17：00  ＊時間は予定 

会場 ： 宮崎県企業局 県電ホール  （宮崎市旭１丁目２－２） 

※ご来場の際は出来る限り公共交通機関をご利用ください。 

 

●主 催 

宮崎県自然豊かな水辺の工法研究会 

 

●うるおいのある川づくりコンペとは 

 「私たちがめざすうるおいのある川や水辺はこんな姿なのだ」と、理想とする川や水辺づくりをみんなで話しあ

うことで、「うるおいのある川づくりとは何か」を自由に柔軟に探り、知恵や情報を共有して、宮崎のうるおいの

ある川や水辺の具体的なイメージを共有していきます。 

○対象となる「川」とは  

”川“と表現していますが、いわゆる川だけでなく、身のまわりの水路や池など、様々な水辺を含みます。 

○発表内容（応募部門）は 下記の事例を対象とします。なお、実際の「川づくり」の実践を伴わない事例も、対

象としています。 

① 施工事例から得た多自然川づくりの課題 

② 地域連携や協働による多自然川づくりの実践 

③ 計画・設計段階での配慮により、効果的な川づくりとなった事例 

④ 施工段階での配慮・工夫により、効果的な川づくりとなった事例 

⑤ 効果的な川づくりのために、計画・設計段階で配慮した事例 

⑥ フォローアップ（追跡調査等）による順応的管理の事例 

⑦ その他（該当するキーワードをお書きください） 

【対象とならない具体的な事例】 

・製品や工法等の単なる宣伝 

 

 

 



○発表者は  自由な表現方法で発表、アピールしてください。1 件の持ち時間１０分の中で、工夫を凝らして発

表してください。日頃の取り組みのまとめ・発表・意見交換・参加者との交流を通して、新たな発

見と取り組みのエネルギーをつかんでください。 

○選考は 学識経験者と河川行政関係者から構成される審査員で行います。様々な視点から総合的に評

価しますが、選考を通して宮崎の“うるおいのある川づくり”の新たな視点や評価のポイントを探

り出すことも、うるおいのある川づくりコンペの大きな目的です。 

○讃えあう 選考は優劣を決めるものではありません。発表・意見交換・交流のまとめとして、入賞を選びま

す。入賞者には、研究会からオリジナルの表彰状を贈呈し、うるおいのある川づくりコンペの成

果を讃えます。 

《留意事項 ※１》 

    ・応募申し込み時にご提出いただく応募申込書（提出様式１～２）による書類審査の結果により、コンペ

本大会への出場権を得ることができます。 

・発表部門は、応募申込書に記載された応募部門を基本としますが、各部門の発表課題数の偏りにより

他の部門に変更いただく場合があります。 

 

●プログラム概要  ＊時間は予定です 

2023 年 7 月 27 日（木）  

うるおいのある川づくりコンペ   会場 ： 宮崎県企業局 県電ホール 

9：00 ～  9：30 発表者の受付、データの準備 

9：30 ～ 10：00 参加者の受付 

10：00 ～ 10：10  うるおいのある川づくりコンペ開会    

10：10 ～ 12：00 発表（午前の部） 

13：00 ～ 15：30 発表（午後の部） 

15：30 ～ 16：30  講演・審査 

16：30 ～ 17:00  講評・表彰式・閉会 

 

●応募開始・問い合わせ先 

 5 月 10 日（水）から応募を開始します。問い合せ先は下記のとおりです。 

宮崎県自然豊かな水辺の工法研究会 事務局 （NPO 法人大淀川流域ネットワーク内） 

〒880-0013 宮崎県宮崎市松橋１丁目 36 小松排水機場内 

ＴＥＬ：0985-78-2655 

ＦＡＸ：0985-48-8233 

Ｅ－ｍａｉｌ：mizube@oyodo-river.org 

 宮崎県 県土整備部 河川課 河川担当 

ＴＥＬ：0985-26-7185  ＦＡＸ：0985-26-7317  

 

●応募の方法 

応募申込書を上記の研究会事務局宛にメールまたは郵便でお送りください。指定の書式（提出様式 1～2）

は、NPO 法人大淀川流域ネットワークのホームページからダウンロードできます。なお、郵送される場合の送

料については各自でご負担をよろしくお願いいたします。 

 

 

 



応募申込書（提出様式 1～２）   6 月 2 日(金)必着 

コンペ本大会で発表をしていただく方を選出するための事前審査の資料とするほか、コンペ本大会時には、

審査員及び聴講者に配布する資料となるものですので、作成にあたっては留意してください。必ず期限内

にご提出ください。発表者欄は、発表予定者（連絡責任者）［複数の場合は代表者］を記入してください。 

《注意》 

ご応募いただいた皆様の中からコンペ本大会への出場権を得ることができる団体数は概ね１５程度として

います。 

 

●選考の視点（書類審査時）   

審査員は、おおよそ次の３点で総合的に評価します。 

① 取り組みの内容 ：川づくりの課題の把握、多自然川づくりとして工夫した内容についての評価 

② 取り組みの成果 ： 多自然川づくりとして改善された点あるいは今後の展開の提案についての評価 

③ 取り組みのアピール ： 取り組みの独創性や先見性、特に強調したい点についての評価 

 

●選考の視点（コンペ時）   

審査員は、おおよそ次の 5 点で総合的に評価します。 

① 問題認識：現状の把握や地域のニーズに対する認識、いい川づくりをめざすための目標設定につい

ての評価 

② 着眼点：いい川づくりための創意工夫や斬新な発想、いい川を育むための協働や住民参加について

の評価 

③ 現状の分析・把握：課題やニーズが発生した背景の把握、データ等の収集・分析についての評価 

④ 有用性：課題に対応した成果、今後の課題に対する成果についての評価 

⑤ 表現力：内容を理解した分かり易い説明、質問に対する応答についての評価 

 

●発表資料（提出様式３）   7 月 7 日(金)必着 

コンペ本大会での出場権を得た団体は、今回より変更した提出様式３を上記の研究会事務局宛にメール

または郵便でお送りください。コンペ本大会時に、応募申込書と併せて参加者に配布する資料です。内容

については、当日の発表データと多少の変更があってもかまいません。なお、郵送される場合の送料につ

いては各自でご負担をよろしくお願いいたします。 

 

●発表パネル 

パネルの展示は任意としています。展示をご希望の場合は、応募 1 件につき１枚を縦置きでご準備いただ

き、当日持参ください。発表時にも資料として使用できます。 

※パネルは会場後方の机の上に立てかけて展示します。内容、材質、形状などは自由ですが、自立するよ

うに工夫して下さい。持ち運びやすいように二つ折りにすることも可能です． 

 

●発表の方法 

・応募申込書の内容を参考に、事前に発表順を事務局で決めます。 

・発表プログラムは、7 月 13 日(木)に案内します。 

・１件につき発表は 10 分、３名程度発表後、質疑を１５分以内で行います。発表者は複数でもかまいませ

ん。 

・発表では、持ち時間内で会場のスクリーンに写真などを映写できますので、アピールしたいこと・水辺の

状況や活動の様子・技術の内容の写真・動画などを概ね 10 枚（パワーポイントならスライド 10 枚以内）

にまとめてください。 



・プロジェクターを使用する場合は、データを CD や USB などの記憶媒体をご持参いただき、必ずコンペ当

日の 9 時 30 分までに会場のパソコンに入力して、動作を確認してください。 

・発表パネルの展示をご希望の場合には、コンペ当日 9 時 30 分までに会場内の展示スペースの指定の

場所に各自で並べてください。 

 

●経費について 

一般の方および企業からの発表者には、資料作成費や資料郵送費などの経費として１件につき１万円を

発表当日に支給します。コンペ本大会出場者は印鑑を持参してください。なお、発表当日あるいは事前の

調査などにかかる交通費は支給しません。 

 

●宮崎県自然豊かな水辺の工法研究会による「研究会認定ポイント」について 

・「多自然川づくり」に関する知識や技術の習熟度を示す指標で、一定の条件を満たす各個人に対して当

研究会が付与するものです。 

・当研究会が主催する研修会（年 3 回）とともに、「うるおいのある川づくりコンペ」等についても「研究会認

定ポイント」付与の対象プログラムとなっています。 

コンペの種類 付与認定ポイン

ト 

付与条件 

うるおいのある川づくりコンペ(R5.7.27.) 

（宮崎県自然豊かな水辺の工法研究会主催） 

５ポイント 左記コンペにおいて事例を発表した個人 

うるおいのある川づくりコンペ(R5.  . ～  ) 

（九州多自然川づくり協議会主催） 

５ポイント 左記コンペにおいて事例を発表した個人 

１０ポイント 左記コンペで賞を受賞した事例を発表した個

人 

     《注意》 

研究会認定ポイントを付与する対象者は、１発表につき１名限りとなります。 

具体的には提出様式１の発表者欄に記載いただく『発表予定者（連絡責任者）』が対象で、複数

名で発表される場合には、発表代表者のみが対象となります。 

 

●その他 

・応募申込書（提出様式 1～２）と発表資料（提出様式３）は、当日の資料として冊子（A4 サイズ、白黒）に

して参加者に配布します。応募申込書に記載された個人情報については、主催者側で厳重に管理し、

本開催に関わること以外の目的では使用いたしません。 

・必要に応じて配布資料等をパネル展示用の長机上に置くこともできます。ただし、パネル幅のスペース

に限定させていただきます。 

 

●令和 4 年度の受賞者 

【金賞】 

・団体名：都城土木事務所 

テー マ【大淀川水系上流域における河道掘削工事の工夫】 

【銀賞】 

・団体名：西臼杵支庁 

テー マ【「神代川かわまちづくり」における取組について】 

・団体名：宮崎河川国道事務所 

テー マ【地元との合意形成 地産品（新燃レンガ）～都城かわまちづくり～】 



【銅賞】 

・団体名：延岡河川国道事務所 

テー マ【五ヶ瀬川方財地区における河川環境に配慮した河道掘削】 

・団体名：宮崎土木事務所  

テー マ【井倉川における多自然川づくりに配慮した河道掘削について】 

・団体名：串間土木事務所  

テー マ【自然環境に配慮した福島川の河道掘削について】 

 

以上の受賞課題のうち、宮崎県の川づくりの取り組みが、九州多自然川づくり協議会主催「第 30 回うるおい

のある川づくりコンペ」下記において発表され、国土交通省主催「令和 4 年度全国多自然川づくり会議」に選定

された。 

 九州多自然川づくり協議会主催「第 30 回うるおいのある川づくりコンペ」 

開 催 日  ： 令和 4 年 11 月 10 日（木）～11 日（金） 

開催方法 ： 会場またはオンライン配信（発表者は会場） 

会 場 ： 市民会館シアーズホーム夢ホール 2 階大会議室（熊本市） 

九州大会出場者 

 ・団体名 宮崎河川国道事務所 山口 貴也 氏 

  課題名 【地元との合意形成 地産品（新燃レンガ）～都城かわまちづくり～】 

 ・団体名 都城土木事務所 東 貴広 氏 

  課題名 【有水川における河道掘削工事の工夫】 

 ・団体名 串間土木事務所 森 智史 氏 

  課題名 【自然環境に配慮した福島川の河道掘削について】 

 国土交通省主催「令和 4 年度全国多自然川づくり会議」 

開 催 日 ： 令和 4 年 12 月 19 日（月）、21 日（水） 

会 場 ： オンライン発表形式 

全国大会出場者 

 ・団体名 都城土木事務所 東貴広 氏 

課題名 【有水川における河道掘削工事の工夫】 


